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いよいよ、高校入学後初めての定期考査が始まります。

長かった４月が終わり、GWが済んで、気分的・体力的に疲れを覚えている人も多いのか、

最近、ポツポツと欠席や早退などが見られたのですが、考査中、体調に気を付けて、なるべ

く欠席のないように頑張ってください。

考査に関する注意事項を何点か書いておきます。

１．まず何はさておき、不正行為の無いように！ 「不正行為と疑わ
、、、

しい行為」も無いよう、気を付けてください。
、、、、

２．私物はすべて持ち帰ってください。前の時間の問題用紙が机の

中に残っているようなこともないよう、注意してください。

３．考査は、チャイムの鳴り始めで開始・終了です。文字を書いている途中でも必ず筆記

具を置いてください。終了時に名前を書き忘れていることに気づいた場合も、回収後に

申し出て記入するようにしてください。「終わりの合図があったのに筆記具を持ち続け

ている」というのが大学入試でも最も多い「不正行為」です。

４．スマホは電源をオフにして鞄の中です！ ポケットの中に入れておくのはNGです。

５．机上に置いて良いものは、筆記具、消しゴム、定規のみです。それ以外のものは鞄の

中に入れ、チャックを閉め、椅子の下に置いてください。

６．お手洗いに行きたい場合、筆記具や消しゴムなどを落とした場合、問題用紙の印刷に

不備がある場合、その他何ごとかがあれば、手を上げて監督者の指示に従ってください。

７．どうしても体調不良等で欠席しなければならない場合は、朝、保護者の方から学校に

電話をしてもらうようにしてください。病気の場合は、医者に行き、診療明細や薬の処

方明細など、その日病院にかかったことが分かるものを後日持参してください。遅刻の

場合も同様に朝、学校に電話連絡を入れ、まずは職員室を訪ねてください。

８．考査の時程は普段の授業とは異なりますので注意してください（右頁の表参照。）。

９．放課後は考査前同様、国語教室、図書室、探究ルーム、本館２階から西への渡り廊下

で自習することができます。

以上、ルールを守った上、ここまで「準備」してきたものを十分に発揮してください！

今回の考査は試験範囲も少なく、定期考査は今後どんどん難しくなっていきます。だから

こそ、しっかり得点できるときに得点してください。最後の１点を諦めることのないよう、

時間いっぱい頑張ってくださいね。

【考査時間割】

16日（木） 17日（金） 20日（月） 21日（火）

１限（ 9:00～ 9:50） 現国／言文 生物基礎 化基（30分） 数学Ａ

２限（10:05～10:55） 数学Ⅰ 歴史総合 英コミⅠ 公共

３限（11:10～12:00） 論理表現Ⅰ

以下、ちょっと息抜きに。「試験」で思い出した文章です。

高校の国語の先生から衝撃的な話を聴いた。生徒たちが文字を書けなくなっている

というのである。教科書をただノートに筆写するだけの宿題を毎回課すが、やってく

るのは半数以下。授業中に書いた板書をノートに写すようにという指示にも生徒たち

は従わない。初めはただ「怠けているのか」と思っていたが、ある時期からどうもそ

うではないらしいことに気がついた。

『鼻』の作者名を問うテストに「ニコライ・ゴーゴリ」と答えを書いた生徒がいた。

ゴーゴリもその名の短編を書いているが、教科書で読んだのは芥川龍之介である。ど

うしてわざわざゴーゴリと書いたのか生徒に訊ねたら「漢字を書くのが面倒だったか

ら」と答えたそうである。

生徒たちの提出物の文字が判読不能のものが増えて来たという話は大学の教員たち

からも聴く。学籍番号までは読めるが、名前が読むのが困難で、コメントの文字に至

ってはまったく解読不能のものが少なくないという。何を書いたのか学生自身に訊い

てみたら、自分でも読めないと答えたそうである。

一体何が起きているのか。どうやら文字を書くという動作そのものに身体的な苦痛

を感じる子どもが増えているらしい。

文字を書くというのはかなり精密で繊細な身体運用を要求する。筆で書くなら、ひ

とさし指と中指をかけて親指で筆を抑え、肘を上げて穂先をまっすぐ立てる。これを

「懸腕直筆」という。昔お習字の時にそう教わったはずである。この姿勢をとると体

軸が通る。

武道家として言わせてもらえば、体軸が通っていないと手足の自由は得られない。

文字を書くためには、まず身体の構造が整っていないと始まらない。当たり前の話な

のだが、どうも当今の子どもたちはその身体の構造そのものが崩れ始めているように

思われる。

長い話になりそうなので、続きはまた次週。

（内田樹の研究室「文字の書けない子どもたち」2024-02-27）

「中略」しながら最後まで載せようかと思ったのですが、面白い文章なので、削らずに全

文紹介しますね。続きは次号で。（そして、答案は是非とも丁寧な字で！<(_ _)>）


